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研究科 文学 専攻 国文学 領域（分野） 国文学

出題のねらい

　文学研究科国文学専攻、一般（春季）博士前期課程の外国語試験（英語）についての出題のねらいです。
　国文学・国語学・漢文学の研究に際して、海外への発信、海外における研究成果の摂取、比較文学的研究視点の獲得
等のために、必要な英語の語彙力・文法理解・文章表現力を問う問題を出題しています。特に、日本独自の文化をいか
に海外の人々に伝えるか、そのツールとしての英語力を問う問題です。
　問題文は、明治20年に刊行された『THE WOODEN BOWL』という、いわゆる「ちりめん本」と呼ばれる書物からの出題
です。ちりめん本とは、明治18年から長谷川武次郎が出版した『日本昔噺』など、印刷した和紙を縮緬状に加工して本
に仕立てたもののことを指します。海外に向けて日本文化を紹介したものと言われています。

解答・解答例または採点時の評価ポイント

 　英語による文章について、語句や文法の理解にとどまらず、をふまえて本文全体の論旨を正確に把握できているか
を評価した。
　設問１では、該当箇所の内容を的確に読み取り、本文に即した判断がなされているかを重視した。
　設問２では、原文の語義や構文、論理構造をおさえ、日本語として自然で内容を的確に反映した解答がなされている
かを評価した。
　上記をふまえて、大学院において英語文献を用いた研究を行うための基礎的能力が備わっているかを総合的に判断し
た。


